
令和８年度 産業教育実習助手資質向上事業 実施案内  

 

教科（農業）  

 

１．実施期間 令和８年８月３日（月）～令和８年８月７日（金）  

 

２．研修日程 別添１ 

 

３．講師一覧 別添２  

 

４．会  場 南九州大学 都城キャンパス  

             〒８８５－００３５  

宮崎県都城市立野町３７６４番地―１  

             電 話：０９８６－２１－２１１１（代表）  

             ＦＡＸ：０９８６－２１－２１１３  

→アクセス（各自で確認ください）  

＜ https://www.nankyudai.ac.jp/annai/access/miyakonojo/＞  

             使用教室等(予定、定員)     

             ○本館１階 多目的会議室       （６０名）  

       ○附属フィールド教育センター 多目的室（３０名）  

 

５．研修初日の集合時間及び場所  

       令和８年８月３日（月）８：３０  

       南九州大学 都城キャンパス 本館１階 多目的会議室  

  

６．持参するもの  

筆記用具・作業服・帽子・作業用シューズ・軍手・タオル・バインダー・熱中症対  

策用品  

 

７．宿泊について  

ホテル等の斡旋をしないので、各自で確保すること。  

 

８．事前課題  

あり。別紙課題について熟読し資料をまとめて３０部印刷し持参すること。  

 

９．免許法認定講習開設科目について（申請中）  

  高校（農業実習）一種免許として、農業科教育法（１単位）、職業指導（１単位） 

 

10．その他  

不明な点は、担当までお尋ねください。  

 

（担当）  

担当部署 教養教育センター  

担当者 植村・田畑  

ＴＥＬ．0986-46-1074（植村研究室直通）  

ＴＥＬ．0986-46-1078（田畑研究室直通）  

e-mail nougyoujyosyuken@nankyudai.ac.jp 



（別添１）　　　

(教科名)　農業

日　時
8:40
～
8:55

10:30
～
10:40

16:20
～
16:30

開講式 諸連絡

（月）
担当

植村秀人

諸連絡

（火）

諸連絡

（水）

諸連絡

休憩

（木）

アンケート 諸連絡

14:30～14:45

（金）

令和８年度　産業教育実習助手資質向上事業日程
団体名　　　南九州大学　　　　　　　　　　　

1 2 3 4 5

16:30
～
18:00

9:00
～
10:30

10:40
～
12:10

12:10
～
13:10

13:10
～
14:40

14:40
～
14:50

14:50
～
16:20

8月3日
受付開始
8:30

（講義)

休憩

（講義）

昼休憩

（講義)

休憩

（講義）

職業指導① 農業科教育法１ 職業指導② 農業科教育法２

担当　植村　秀人 担当　田畑　淳一 担当　成合　修 担当　岩田　賢士

農業科教育法３ 農業科教育法４ 農業科教育法５ 職業指導③

担当　山口　健一 担当　井野　寿俊 担当　杉田　亘

8月4日

（講義）

休憩

（講義）

昼休憩

（講義）

担当　谷口　泰成

休憩

（講義)

8月5日
集合
8:20

移動
8:30
～
8:50

（講義)

休憩

（演習）
移動
12:10
～
12:30

昼休憩
12:30
～
13:30

（講義）13:30～15:00

休憩

（講義）15:10～16:40

職業指導④ 職業指導⑤ 職業指導⑥ 農業科教育法６

担当　霧島酒造株式会社 担当　霧島酒造株式会社 担当　林　典生 担当　田畑　淳一

8月7日

（講義）

休憩

（演習）

昼休憩

（演習）

職業指導⑦ 職業指導⑧ 農業科教育法７ 農業科教育法８

担当　植村　秀人 担当　牧田　直子 担当　日高　英二 担当　日高　英二

8月6日

（演習） （講義）

昼休憩

（講義）

休憩

担当　植村　秀人

○８月３日（月）は開講式、８月７日（金）は閉講式を実施。８月５日（水）以外は、講習開始時刻までに講義室に在室してください。

○８月５日（水）は、校外実習のため、バス出発に合わせて指定場所に集合してください。

○８月５日（水）は、午前中が校外実習になるので、3時間目以降の時間を各30分遅らせて実施。

実施会場：南九州大学都城キャンパス（宮崎県都城市）

試験

13:10～14:20 休憩

閉講式

職業指導⑨ 農業科教育法９ 14:50～15:10

担当　植村　秀人 担当　岩田　賢士 担当　植村　秀人



（別添２）  

団体名   南九州大学     

講   師   一  覧  

【農業科教育法】  

氏  名  

 

職   名  担 当  講  座  

 

 

  田畑  淳一  

 

 

 

 

 

 

南九州大学  

教授  

教養教育センター  

前熊本県立熊本農業高等学校長  

元文部科学省  教科調査官  

 

 

農業科教育法【講義】１  

「学習指導要領と農業科教育」  

農業科教育法【講義】６  

「スマート農業の現状と教材化」  

 

 

  岩田 賢士  

 

 

 

 

 

南九州大学  

客員教授  

元南九州大学  教授  

元宮崎県立宮崎農業高等学校長  

 

 

農業科教育法【講義】２  

「農業科教育と教育法規」  

農業科教育法【演習】９  

「農業高校が抱える諸課題」  

 

 

  山口 健一  

 

 

南九州大学  

教授  

環境園芸学科  

 

 

農業科教育法【講義】３  

「農・園芸生産と環境の保全」  

 

 

井野  寿俊  

 

 

 

宮崎県庁農政水産部  

農業流通ブランド課  

ブランド・食の安全担当リーダー  

 

 

農業科教育法 【 講義 】 ４  

「宮崎県産農産物のブランド化」  

 

 

  杉田  亘  

 

 

 

 

南九州大学   

教授  

環境園芸学部長  

 

 

農業科教育法 【 講義 】 ５  

「 植 物の育種 と品種改良 」  

  

日高  英二  

 

 

 

南九州大学  

教授  

環境園芸学科  

環境フィールドセンター長  

 

 

農業科教育法【講義】７  

「フィールドセンター機能と役割」  

農業科教育法【演習】８  

「農業実習の安全管理」  

  



       【職業指導】  

氏  名  職   名  担 当  講  座  

  

植村 秀人  

 

 

 

 

 

 

 

南九州大学   

准教授  

教養教育セ ン タ ー  

 

 

 

 

 

職業指導 【 講 義 】 ①  

「 職 業 指 導 の 概 要 と 現 代 社 会 に お け る 重

要性 」   

職業指導 【 演 習 】 ⑦    

「 農 業 科 教 育 に お け る 職 業 指 導 の 課 題 と

可 能性 」   

職業指導 【 講 義 】 ⑨  

「 職 業 指 導 と 各 種 ツ ー ル の 活 用 、 職 業 指

導の ま と め 」    

   

   

成合 修  

 

 

元宮崎県庁総務部長  

元宮崎大学役員（監事）  

 

 

職業指導 【講義 】 ②  

「地方自治体の課題と求める人材」  

 

  谷口 泰成  

 

 

 

都城聖ドミニコ学園高等学校  

教頭  

前宮崎県教育委員会  

高校教育課  産業教育担当  

指導主事  

 

 

職業指導【講義】③  

「進路指導と職業指導の在り方」  

 

 

田中  寛人  

 

 

 

霧島ホールデ ィ ン グ ス株式会社  

管理本部  人事部  

人事課  人事係  

 

 

職業指導 【講義 】 ④  

「 霧 島酒造の事業活動紹介 と人材育成 」  

職業指導 【演習 】 ⑤  

「 環 境に配慮 した持続可能な企業経営 」  

 

 

 林  典生  

 

 

南九州大学   

准教授  

環境園芸学科  

 

 

職業指導【講義】⑥  

「地域共生社会における生態系サービスの活

用促進」  

 

  

牧田 直子  

 

 

南九州大学  

准教授  

環境園芸学科  

 

 

職業指導 【講義 】 ⑧  

「農業教育における環境価値の創造と緑地デ

ザインの社会実装」  

 

 



令和8年度 産業教育実習助手資質向上事業【農業】 

 

職業指導⑦演習用事前資料の作成について(案内) 

 

令和8年６月１日 

講座担当者 植村秀人(南九州大学教養教育センター) 

 

職業指導⑦(演習)「農業科教育における職業指導の課題と可能性」において受講者同士のグループワークを行いま

す。この際の資料を事前に作成してください。 

 

A) 事前資料として含むべき事項 

１． 所属県・所属校における農業教育の概要 

所属都道府県・学校について下記の事項をまとめてください。 

① 所属都道府県における農業系高校の設置状況、所属校の概要(学科等の設置状況・生徒数を含む) 

② 農業系生徒の進路状況(所属都道府県・所属学校について進学・就職状況)などについて 

③ 所属都道府県・所属学校の農業の状況について 

 

２． 所属都道府県・所属校における生徒の進路における様子 

生徒の進路状況、生徒の考え、生徒の抱える課題などをまとめてください。 

① 受講者の視点 

② 同僚教職員の視点（聞き取ってください） 

 

３． 高校農業科教育の課題・可能性 

「１」及び「2」から考えられる高校農業科教育(特に進路を含めることに留意)の課題・可能性等(農業教育の

良さなども含む)を簡潔にまとめてください。 

 

B) 作成の基本的事項 

１． 書式・印刷部数について 

A で指定した内容があれば、レジメ形式・レポート形式・パワーポイント形式いずれでも良い(レジメ形式では

A4用紙2ページ以内、スライドの場合10枚程度が上限と想定)。ただし、30部準備してくること。 

２． 作成方法 

作成は、受講者が行うものとする。ただし、同僚教員などからの助言、所属校などとの研修、所属都道府県や

所属校の資料などを基にして作成しても構わない。 

３． 参考資料 

参考資料を添付しても構わない(学校のパンフレット、㏋印刷などを持参しても構わない。Aで指定している情

報が掲載されている場合は、その事項を作成資料から省略して良い)。この場合は、30部持参すること。 

４． 不明な点 

担当までメールにて問い合わせること。件名は、「実習助手講習課題について（○○県、氏名）」とすること。 

アドレスは、nougyoujyosyuken@nankyudai.ac.jpです。 

 

C) 注意事項：情報管理(個人情報)について 

１． 作成資料には、個人情報(作成者の氏名や所属自治体・所属学校名は除く)は掲載しないでください。 

２． 本資料は、演習で使用します。講師および他の受講生が閲覧する前提で記載してください。 

３． 事業の記録・報告のため、提出いただきます。実施大学で保管・教職員支援機構などへ提出される予定です。 

４． 個人情報保護や教育委員会情報管理規則に注意し作成してください（掲載不可情報は記載しないこと）。 

以上 


